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「 一 一 ㎜ 一 共 通 研 究 主 題 一 「

i

l新 しい学力観に基づく指轍 の研究

i

1共 通 研 究 主 題 設 定 の 理 由

今 日我が国は,経 済 や科学技 術の著 しい進展を遂げ,近 代化の成 熟期 を迎えて いる。 これか

らの社会 は,激 しく変化す ることが予想 されて いるが,そ の変化の方向は予想 す ることが難 し

く,不 透明 な時代であ る。 これか らの時代 は,自 ら新 しい目標を模索 しつっ,新 しい文化を創

造 して い く時代で ある といえ る。

こう した時代の 要請 か ら,こ れか らの学校教育 は,社 会において生ず る様 々な問題 について

その問題の本質に気付 き,自 ら考え主体的 に判断 し,解 決で きる資質 や能力の育成を図 る こと

が重要で ある。 このためには,児 童一人一人が 自分 自身の中 に自分な りの生 き方や,も のの見

方 ・考 え方 を もち,個 性や創造性を発揮 しっっい きて い くことがで きる資質や能力 の育成 を図

ることが必要である。

っ まり,知 識 や技能 を共通 して身 に付 けさせ ることを重 視 した教育の在 り方を根 本的に見直

し,児 童が 自 ら考え,主 体 的に判 断 し,行 動で きる資質や能 力の育成を 目指 した教育への転換

を図 って い く必要があ ると考え る。

新 しい学力観 に立つ教育 において は,児 童の 内発的 な学習意欲を喚起 し,自 ら学ぶ意欲や思

考 力,判 断力,表 現力 などを学力の基本 と してい る。 その指導 に当たっては,児 童一 人一人の

能力や適性 な どを引 き出 し育て,児 童一人一人の成長過 程を温か く見守 るとい う指導 観や,児

童の側に立ち,一 人一人が よ さや可能性 を発揮で きるよ うに し,そ の 自己実現を支援 してい く

とい う授業を創造 してい く必 要がある。

この よ うな学習指導 を推進す るに当た っては,次 のような観点か ら学 習材の工夫 ・開発 を図

り,ま た指導方法や評 価方法の改善 を図 ることが必要であ ると考えた。

1.児 童の主体的 な学習活動が中心 に展開 され るよ うに,学 習材の役割や機能 について も見直

し,そ の選択 と開発を 工夫す る。

2.指 導 目標 の設定 に当た っては,児 童が分か りやす いよ うに工夫 した り,児 童一人一入の興

味や関心,思 考の広が りに対応で きる もの に工夫す る。

3.課 題探究的,問 題 解決的な学 習活 動や,体 験的 な活動を通 して,実 際に生 きて働 く力 が育

っよ うに,学 習内容や指導方法の改善を図 る。

4.個 に応 じた指導を工夫す る。

5.児 童一人 一人が 自 らの ああて を達成 して いけるよ うに学習環境 を工夫す る。

6.教 師 と児童,児 童相互 の人間関係 を豊 かに し,互 いの よさに共感 し合 うことがで きるよ う

な指導方法 や評価方法の 改善 を図る。

以上のよ うな改善の視点 に立ち,心 豊 かでた くま しい児童を育成す ることが小学校教育にお

ける重要 な課題 と考え,本 研究主題を設定 した。
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lI研 究 の 内 容 ・ 方 法

1.各 分科会 の研究 主題について

新 しい学力観 に立つ教 育においては,学 習活動を児童一人一人が その よさや可能性 を生 か

し,自 らの力 によ って豊かに生 きてい くために必要な資質や能 力を身 に付 ける過程 ととらえ

てお り,教 師 はこう した児童の学習活動 を温 か く支援 して い くことが必要であ る。

そ こで,本 研究で は,「 児童一人一人が主体 的に学習 に取 り組む こと」 「一人一人の よさ

を認 あ合 い,今 後の学習や生活 に生か してい くこと」 「一人一人の児童が成就感が もて るこ

と」 とい う観点 に立 ち,教 師が 児童 に対 して どのよ うな支援 を して い く必要があ るか とい う

ことを各分科会 で研 究 してい った。

各分科会の研究主 題 は,次 の通 りであ る。

・第一分科会 自 ら問題意識を もち,主 体的 に学習す る児童を育て るための支援の在 り方

・第二分科会 一人一人の よさを生かすための支援の在 り方

・第三分科会 一人一人の よさを認め合い,高 め合 う支援の在 り方

2.研 究 の進 め方

共通研 究主題 を具現化 す るために,各 分科会で は次のよ うな仮説を立て,研 究を進 あた。

q)児 童が 自分な りの学 習課題 を もち,課 題探究の過程において,学 習す る喜 びを感 じ意欲

的 に学習す ることがで きるよ う,一 人一 人の考えを共感的に とらえ,支 援す ることが主体

的 に学習す る児童を育成す る もの と考え る。 その際,下 記の3点 に留意 した。

・児童が興味 ・関心 を もち,課 題を見 出 しやすい学習材の選択

・課題探 究的な学習活 動の在 り方

・児童が 自ら学 習を振 り返 る評価の在 り方(第 一分科会)

(2)学 習過程の構成,児 童の実態や変容 に応 じた支援をす ることによ って,児 童一人一人の

よさが生か され,主 体的 に学習 に取 り組む児童を育成す る もの と考える。 その際,下 記の

3点 に留意 した。

・児童一 人一人の思 いや願 い,考 えを大切 にす る。

・互いに認 あ合 う場 を設定す る。

・児童一人一人の資質や能力 に応 じたはた らきか けをす る。(第 二分科会)

(3)肯 定的 ・共感的 な見方や感 じ方を育む とともに,か かわ りを重視 した学習 活動を支援 し,

展開で きるよ うにす る ことで,児 童一人一人が互いのよ さを認め合 い,高 め合 う学習集団

が成立す る。 その過 程で育 成 された資質 や能力 は,児 童一人一人が 内に秘めて いる個性や

創造性を発揮す る力 とな り,ま た豊かな 自己実現の ための力 とな る。

(第三分科会)

なお,研 究 を進 めるに当た って は,特 に以下の事項 に留意 した。

(1)児 童は本来様 々なよ さや可能性 を もち,よ りよ く生 きたい,よ り向上 したい とい う望 ま

しい欲求を もってい るとい う児童観 に立つ。

(2)授 業研究を通 して,具 体的な支援 の在 り方 を研究す る。

(3)共 通研究主題の もとに,各 分科会の研究成果 を生か して継続 的に研究 を進め る。

(4)先 行研究の成果を踏 まえて,研 究を進め る。
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皿 第 一 分 科 会

自ら問題意識 をもち,主 体的に学習する

児童 を育 てるための支援の在 り方

1.分 科会研究主題設定の理由

これ までの授業 にお いて は,「 教師が児童に多 くの知識 や技能 を身 に付 けさせ る ことに重

点 を置 く。 」 とい う傾 向が見 られ た。 そのため,こ の ことの見直 しが強 く求 め られ,新 しい

学力観 に立 った授業が実践 され るよ うにな った。

新 しい学力観 に立 つ学習指導で は,「 教師が教えた ことを児童が どれ だけ学んだか 」だけ

ではな く,「 児童 自らが学習 の課題 あるいは目標 にど う取 り組み,ど う探究に努 めたか」 と

い う観 点か らとらえる ことが大切 である。

そのため には,児 童観 ・指導観 ・評価観 を とらえ直 し,「 児童が 自 ら問題意識 を もち,主

体的 に学習す る授業」の創造が必要であ ると考えた。

本分科会で は,「 児童が 自 ら問題意識 を もち,主 体的 に学習す る授業」 において,児 童が

自分の願 いを満たすた めに自分が必要 とす る学 習課題 を もち,そ れを 自分の力で,自 分な り

の方法 を見 出 し,探 究 して い く過程が重要であ るととらえた。

そ こで 「児童が 自 ら問題意識を もち,主 体的に学 習す る授業 」を具現化 して い くため に,

・ 「児童の もっ願 い」を しっか り受 け止め る。

・ 「児童の もつ願 い」を満 たす たあに一人一人の個性や興味 に応 じられ るよ うな学習過

程 を工夫す る。

・児童の よさを認 め,生 かす場 を工 夫す る。

ことに配慮 し,支 援を行 うことが大切であ ると考 え,本 主題 を設定 した。

2.研 究のね らいと仮説

児童主体の学習を進め るため には,ど のよ うな支援 の在 り方が よいかを明 らか にす るため

次の よ うな仮説を設定 した。

児童が 自分 な りの学習課題 を もち,課 題探究の過程 において学習 す る喜 びを感 じ意

欲的に学 習す ることが で きるよ う,一 人一人の考えを共感て きにと らえ,支 援 す ること

で主体 的に学習す る児童に育 っ もの と考 える。 そこで,下 記の3点 に留意 した。

・児童が興 味関心を もち
,課 題を見い出 しやす い学習材の選択

・課題探究的学習活動の在 り方

・児童が 自 ら学習を振 り返 る評価の在 り方
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研 究の構 想図
一 社会の要請

●心の教育の充実

●自己教育力の育成

●基礎基本の重視と個性教育の推進

●莚化と伝統の輔 と国際理解醐

A

児童上の課題
廊 、の児齪 解を灘 る。
●個を生かす指導法や支援を工夫す

る。

●人とのかかわりを通 して,よ さを

認め生かす場を工夫する。

L

●知識理解に偏った評価にならない

ようにする。

共通研究主題
新 し い 学 力 観 に

基 づ く 指 導 法 の

研 究

一一 共通研究主題の分析

新 しい学力観に立つ教育においては

児童一人一人がよさや可能性を生かし

自分の力によって豊かに生きていくた
旨

めに必要な資質や能力を身に付けるこ

とが求められている。

そのためには,児 童が自ら学ぶ意欲

をもち,主 体的な学習ができるような

教師の支援が重要である。

都の教育課題
●人権尊重の教育の推進
●社会性を育む教育の推進
●国際理解教育の推進

児童の実態

☆好奇心が旺盛

☆情報量が多い

☆体験学習を好む

★学習意欲の不足

★判断力,行 動力が乏 しい

★表現力の不足

★人とのかかわ りが不十分

「 吾;鰻 識をもち注 轟 難 馨 垂讐育て、ための支援の在妨

一一一一一 研 究 の 仮 説 一

児童が自分なりの学習課題をもち、課題探究の過程において学習する喜びを感じ意欲

的に学習することができるよう.一 人一人の考えを共感的にとらえ,支 援することで主

体的に学習する児童に育っものと考える。そこで,下 記の3点 に留意 した。

1・ 児童が興味関心をもち,課 題を見い出しやすい学習材の選択

t
・課題探究的学習活動の在り方

、 ・児童が自ら学習を振り返る評価の在り方
L__

学 習 過 程

課 題 を つ か む

●
児
童
の

活
動

●
●

教

師

の

支

援

●学習課題を明確にする。
・生活経験,知 識をもとにして考える。

●児童の実態を把握 し願いを受けとめる。

●興味 ・関心 ・意欲を高める導入の仕方を

工夫する。
・具体物 ・社会的事象,自 然事象などの

提示 ・選択

●児童を多面的にとらえ共感的な児童理解

をする。

課 題 を 探 究 す る

●課題探究の方法を考えて取り組む。
・資料の活用をする。

・必要な知識,技 能を身に付ける。
・話合い活動を通 して,考 え方の相違点

共通点に気付き認め合う。

●探究したことをまとめ整理する。

●学習活動のための環境を工夫する。
・探究に必要な場の確保

・学習形態の工夫

・学習活動の工夫(ワ ークシー ト,学 習
カードなど)
・教育機器の利用(パ ソコン,VTR,

TVな ど)

● 体験的な活動,表 現活動の時間を確保す

る。

●探究 していくための知識 ・技能を習得で
きるようにする。

●個に応 じた対応をする`ヒ ントカー ドの
活用,資 料の提示,方 向の修正,示 唆)

学 習 を 振 り 返 る

●学習の成果を確かめる。
・話合い活動を通 して,自 分の考えを深
める。
・互いのよさに気付き,高 あ合う。

●学習の成果か ら,新 たな課題を見付ける

●物事を成就 した喜びや感動を味わい,新
たな意欲へとつなげる。

●互いのよさに気付 くことができるように

する。
・発表の場や発表の形態の工夫

●肯定的評価により,児 童に自信をもたせ

発展課題への意欲付けをする。

育てたい児童像

●問題意識を もって,学 習に取り組むことができる児童

●見通 しをもつて,主 体的に取り組み探究 していく児童

●互いのよさを認あ合い,自 らの生活に生か していこうとする児童
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3.実 践事例(第2学 年 道徳)

q)主 題名 「みん なで使 うもの は大切 に」

(2)資 料名 やぶ れた本 出典 文渓堂4-一(D公 徳心,規 則の尊重

(3)主 題設定の理 由

① ね らいとす る価値

公共物を大切 に し,人 に迷惑をかけな いよ うな心が ける ことは,人 が社会生活を送 る上

で,考 え なければ な らない大切 なことで ある。 しか し,現 状 は 自分 の利益 や幸福を優 先さ

せよ うとす る自分本意 の傾向が,や や強 いよ うに思われ る。 この ような意識を改あ るため

に,自 分 の行動 が他の人に どんな影響 を与 えて いるかを考え させ,気 付かせ る必要が あ る

と考え る。人 々が,互 い に迷惑をかけないよ うに心がけ,社 会の一員 と して人 々とのかか

わ りの 中で,共 に生 きて いる とい う自覚を持たせ,約 束や決 ま りを守 る ことを通 して公徳

心 を養 いたい。 そ して,み んなで使 うものや場所を大切に し,そ の場の約束 や決 ま りを守

ることの大切 さを考え させ,自 分を振 り返 り実践 しよ うとす る心情を育て,豊 かな集団生

活を送 らせた いと考え る。

② 児童の実態

「みん なで使 うものは,ど のよ うに扱 った らよいか。 」と尋ねれば,「 大切 に扱 う。 」

「丁寧 に扱 う。 」 と言 える子供 たちで ある。みん なで使 う ものは,自 分の もの と同 じよ う

に大切に しなければな らない ことは,今 までの生活の 中で注意 され たり叱 られた り した こ

とを通 して知 って いる。 しか し,自 分の都合だけで行 動 して しまい,自 分の何気 ない行為

が思わぬ ところで,人 に迷惑 をか けて いることに気付 いていない こともある。

みんなで楽 しく生活 す るためには,自 分の ものを大切 にす るの と同 じよ うにみ んなで使

うの も大切に し,ひ とに迷 惑をかけないよ うにする ことが大切であ ることに気付かせたい

と考えて いる。

③ 資料 につ いて

学級文庫の本が乱雑 にな って いて,読 み たい本がなかなかみっか らない。 や っとの思 い

で探 し出 した しげるだが,よ しお と取 り合 いになって しまう。ゆみ子 に注意 されたが聞か

ず,結 局その本の表紙を破いて しまう。ふた りは,本 を その ままに して しまうが,自 分か

ら進んで本の整理 や修理を してい るゆみ子の姿を見て,し げる とよ しお は自分の ことを恥

ずか しく思 う。 こ うした しげるとよ しおの行動を通 して,自 分の気持 ちを優先す ることに

よ って他 の人 に迷惑が かか ることもある ことを理解 させたい。

また,ゆ み子の行動 を通 して,み んなで使 うものの扱い方を考え させ,み んなで使 うも

のをよ りい っそ う大切 に しようとす る気持 ちを持 たせ たい。

(4)テ ーマ と関連す る指導法の工夫

① 児童理解

児童の 日々の生活の 中での ものに対す る意識や,み んなで使 う ものや 自分の ものはどの

よ うに扱 って いるか をあ る程度把握 して お く。

② 資料 の工夫

a資 料の吟味
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資料 の中で起 きたよ うな トラブル は,あ りがちな ことで はあ るが,現 在 の本学級で は

あま り見 られない ことで ある。取 り合 いにな りかけて も,ど ち らかが譲 り,譲 られた方

も 「あ りが とう。」 と言 え る学級で ある。 ただ,中 に は 「ものを大切 にす る」 ことや,

「みんなで使 うものだか ら」 とい うことが内面化 されていない児童 もお り,教 師の叱責

が予想 され るた めに行動を抑制 してい る場合 も多 いと思われ る。

そ こで,こ の 資料 を通 して,ロ七られ るか らではな く,み んなで使 うものは自分の もの

と同 じよ うに,あ めいは,自 分 の もの以上 に大事に扱 わなければ他の人た ちが困 った り

いやな気持ちにな った りす ることを十分 に理解 さぜ,さ らには目先の ことにとらわれず,

正 しい判断の もとに,進 んで正 しく行動で きるよ うにな ってほ しい と考えて いる。

b資 料提示の工夫

読 み物 資料 「やぶれ た本 」を担任が語 り聞かせ る。 資料 は文字だけ と し,登 場 人物の

表情 や心の動 き,場 面の様子 などを一人一人 に想像 させ,イ メー ジをふ くらませて資料

に浸 らせたい。

③ 学習過程の工夫

a導 入の工夫

みん なで使 うもの を 自分が使お うと して困 った りいやな思 いを した ときの ことを想起

させ,後 段 の一般化 にっなげる。

b展 開(前 段)の 工夫

中心発問の②で,し げ るとよ しおが本 を取 り合 う場面を取 り上げ,そ の時の主人公の

気持 ちを深 くっかむ ことがで きるよ う,そ れぞれの立場で役割演技の機 会を もうける。

この ことによ り,み ん なで使 うもの は,大 事に しなければな らないと分か っているの に,

自分の気持ちを優先 して しま った しげるの気持ち に気付 くことがで きると考え る。

基本発問の③で は,ゆ う子の様子 を恥ずか しそうに して見てい るしげるの気持 ちを理

解す るたあ に,ワ ー クシー トに記入す る活動 を取 り入れ る。みんなで使 うもの は自分の

その時の気持 ちを優先せず に,み んなの ことを考 えて行動す ることが大切 であ る点 に改

あて気付 くことが ここでの主なね らいで ある。

c展 開(後 段)の くふ う

「みん なで使 うものを他の人の ことを考えて使 って よか った」 と思 う体験 を自由に発

表 し合 う中で 「本 当に もの を大事 にす るとい うことは,み んなで使 うものを大切 にす る・

こと」にっなが ることを共 感的に理解 し,実 践化が図 られる もの と考え る。

(5)本 時のね らい みんなで使 うものを大切 に し,人 に迷惑をかけないよ うに しようとす

る心情を育て る。

(6)本 時の展開 ☆支援

学 習 活 動 主 な発 問 と予想 され る児童の反応 学習活動への働 きかけ

導

1.み ん な で使 う

もの を 使 って

○ み ん な で 使 う もの を使 お うと して,い や

な 気持 ち に な った り,困 った り した こ と

○生活の 中で体験 した

ことを思 い出させ,

7



入 困 っ た こ とを はあ り ませ ん か 。 発 表 させ る。

[
考 え る。

i

ー
2.資 料 「や ぶ れ ①読みたい本がなかなかみっか らないとき ☆資料を読む視点を示

[ た本 」を読ん しげ る は どん な 気持 ち だ ったで し ょう。 して か ら範 読 す る。

で 話 し合 う。 ・本 が め ち ゃ くち ゃに入 って い るか ら読
○読 みたい本が見 つか

II
i
-

み た い 本が 見 っか らな いん だ 。

・こん な に した の は い った い誰 だ ろ う
。

らず,い や な思 い を

して い る しげ る の気

ーー ・使 う人 の こ とを考 え て ほ しいな あ
。

② 「よ しな さい よ。 みん な の本 で しょ。 」

持 ちに共 感させ る。

○ ゆみ子の注意 も聞か

展 とい うゆみ子 の注意 も聞かず に,本 の取 ず 自分 本意 の行動 か

り合いを して表紙 を破 いて しまった とき ら本 を破 いて しま っ

しげ る は どん な 気持 ち だ ったで し ょう。 た ときの しげるの気

-

ー

・よ しお 君 が 引 っ張 る か ら破 れ て しま っ

た ん だ 。

持 ちを考 えさせ る。

☆登場 人物 の気持 ちに

・あ あ
,ど う しよ う。 で も困 っ た な あ 。 な って 考 え る こ とが

開 ・次 に読 む 人 が 困 るだ ろ うな あ。 で きるよ う顔の絵 を

・み ん な の もの な の に ,ど う しよ う。 用 意 す る。

( ③本をそろえた り修理 した りして いるゆみ ○ゆみ子の様子 を恥ず

前 子の様子を見た とき,し げるはどん なこ か しそ うに して 見て

とを 考 え た で し ょう。 いる しげ るの気持 ち

段 ・ゆみ子 さんが破いたわけで はないの に を と らえ させ,み ん

)

直 して い る。 なで使 うものは大切

・ぼ くが や らな くち ゃい け な いの に恥 ず に扱お うとす る気持

か しいな あ。 ちを 深 め させ る。

・ゆみ子 さん はみんなで使 うもの だか ら ☆考えを まとめ発表 し

大 切 に して い るん だ な 。 や す い よ う に ワー ク

シー トを 準 備 す る。

展 3.み ん な で使 う ○ 今まで,「 みん なで使 うものを他 の人 の ○学校や公園 などでの

開 ものを他 の人 こ とを考 え て 使 って よか った な 」 と思 っ 自分の行為を思い起

( の ことを考え た こ とは あ りま せん か 。 こさ せ,望 ま しい行

後 て 使 った と き 為の あ り方 を自覚 さ

段 の経験を発表 せ る 。

)

す る 。

終t

-
4.保 護者か らの

手紙 による体

○みん なで使 うものを大切 に使 ってよか っ

たときの保護者の体験談 を聞 く。

○ 人に迷惑 をかけず に

明 る く生活 しよ うと
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末i験 談 を 聞 く。

一一
思 う気持 ち を もたせ

る。

(7)評 価

・みん なで 使 う もの を 大 切 に しよ う とす る気持 ちが 高 ま った か
。

・資料 提 示 の 仕 方 は適 切 だ っ たか 。

・役 割 演 技 や ワ ー ク シー トの 活 用 は効 果 的 だ ったか
。

(8)他 教 科 との 関 連

学 校 生 活 で お 互 い に相 手 の こ とを 思 い や り,み ん なで 使 う もの は,自 分 だ けで な く,次

に使 う人 の こ と を考 え て 使 わ な い と,そ の 人が とて もいや な気持 ち に な った り困 った りす

る と い う ことを,折 りに触 れ て 話 して きた。

ま た,各 教 科 の 学 習 の 中 で,み ん な で使 う もの が あ る場 合に は,始 あ る前 に,み ん なで

使 う もの を使 うと きの 約 束 ご とを そ れ ぞ れ が考 え,も の に対 す る気持 ち を いっ で も意 識 し

て か ら活 動 す る よ うに指 導 して い る。

この こ とは,教 科 指 導 の み な らず,あ らゆ る学 習 活 動 を 支 え る大切 な事 柄 で あ り,社 会

の 一 員 と して,社 会 生 活 を 豊 か に 営 む た め に欠 か せ な い こ とで あ る と考 え て い る。

誰 の もので もどん な もの にで も,も の を 大切 にす る心 を持 ち,他 の 人 の もの と自分 の も

の の 区別 は もち ろん,い っ で も他 の 人 の 思 い を誠 実 に受 け とめ る こ とので きる 児童 で あ っ

て ほ しい と願 って い る。

(9>考 察

・r教 師の範読 を児童が指で なぞ りなが ら一緒 に読む 』 とい う丁蜜な読み聞かせ をす ること

によ って,児 童が 登場人物 に同化 し,自 分な りにイメー ジをふ くらませ ることがで きた。

・役割演技 を取 り入れ ることによ って,登 場人物 の表情 や心の動 きにっいて深 く考 え,さ ら

に 自分を葛藤場 面に追 い込む こ とで内面化を図 り,広 い視野で物事を考え,行 動 しよ うと

す る道徳的心情 を高め ることがで きた。 また,一 人一人が多様 な とらえ方を し,十 分に発

表す ることがで きた。 さらに,学 習 のね らいを より深 く意識 で きるよ うな工夫や支援 を考

えた い。

・場面 ごとの絵や登場人物の顔 の絵 な どを使 うことによ り授業の内容 をよ り深 く理解 し
,共

感的 に とらえ ることがで きた。 また,発 表 の場を工夫 し,で きるだけ多 くの児童 にその機

会を与え る ことがで きた。 しか し,ワ ー クシー トへの記入の時間に余裕 がほ しか った。

・相互指名す ることで,友 達の意見を聞 き,友 達の よさを認め,さ らに 自分 な りの考えを積

極的 に発表す ることがで きた。 また,こ の よ うな発表を通 して,自 分 自身の考えを見直 し,

よ り正 しい と思 う考えを見 い出そうと一人 一人の児童が真剣 に自分 と向 き合 って考え ると

言 う態度がみ られ た。

・保護者か らの手紙を読み聞かせ ることによ って
,み んなで使 う ものを大切 に し,人 に迷惑

をか けないよ うに しよ うとす る気持 ちが高ま り,今 後の生活の中での道徳 的実践力 を身 に

付 ける足がか りとな った。
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4.研 究 のまとめと今後 の課題

本分科 会では,「 自 ら問題意識 を もち,主 体的 に学習す る児童を育て るための支援 の在 り

方」を明 らか にす るために,下 記 の3点 に留意 した研究の仮 説を立て た。

・ 児童が興味 ・関心を もち,課 題を見い出 しやす い学習材の選択

・ 課題探究的学習活動の在 り方

・ 児童 自ら学習 を振 り返 る評価の在 り方

そ して,仮 説 に基 づ い て実 証 授 業 を行 って き た結 果,次 の よ うな こ とが 明 らか にな って き

た。

(1)研 究の成果

① 児童の もつ願 いを受 け止 め,課 題 を見 いだ しやすい学習材を選択 す ることによ り,児

童が興 味 ・関心 を示 し学習 に意欲的 に取 り組む ことがで きた。

② 各教科 ・単元構成で,児 童 と学習 材 との主体的なかかわ りあいを深め る学習材選択の

場,学 習材選択の視点を明 らかにで きた。

③ 下記 のよ うな学習活動 のための環境の工夫や個 に応 じた対応な どの支援 をす る ことに

よ り,課 題探究 的学習 をす ることがで きた。

ア.課 題 探究 に見通 しを もたせる支援や,探 究の方法 に対す る助言を加味 した学 習計 一

画を作成 した ことに より,主 体 的な学習活動が展開 された。

イ.体 験的 な学習活動を充実 し,表 現活動 の時間 を確保す ることによ り,よ り主体的

な学習活動が展開 され た。

ウ.適 切 な資料 を工夫 し準備す ることにより,児 童が意欲的 に学習 に取 り組んだ。

エ.「 児童 の探 究には,質 的 ・時間的 な差があ る。」 とい う観点か ら児童の活動の様

相 に対 応す る学 習過 程,学 習形態 を工夫す ることがで きる。

オ.探 究 した ことを まとめ,発 表す るための学習 カー ドや ワー クシー トを取 り入れ る

ことによ り,児 童一人一人が 自分の学習状況 をつかみ,そ の後の学習活 動に生 か

そ うとす る意欲 を喚起で きた。

④ 自分の考えを発表 し,友 達 と自分 の もの の見方,考 え方,表 現の仕方 に共感 したり,

違 いに気付いた りす ることによ り,互 いのよさを認め合い,成 就 感や満足感を もっ こ

とがで きた。

⑤ よ り良 い自己評価や相互評価 を行 うための手立ての見通 しを もっ ことがで きた。

(2)今 後の課題

① 児童が意欲的に学習す ることがで きるよ うな学習材の開発を進 めて い く。

② 個が生 きる多様な学習形態や学習の場 の工夫 に,よ り一層努め る。

③ 自分や互 いの よさを認 め合 うことがで きるよ うな自己評価 ・相互評 価の在 り方 や生か

し方 をさ らに工夫 して い く。
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W第 二 分 科 会

一人一人のよさを生かすための支援の在 り方

1.分 科会研究主題設 定の理由

新 しい学力観 に基づ く教育において は,児 童が 自 ら学ぶ意欲 を もち,社 会の変化に主体 的

に対応で きる資質や能力の育成を図 ることが重視 されてい る。 この ことは,今 までのよ うな

知識,理 解,技 能等の定着を重視 して きた教育の在 り方を根本 的に見 直 し,常 に課題を もち

自 ら考え,主 体的 に判断 し,行 動 してい くことので きる力を もった児童の育成を重視 した教

育への質的 な転換 を求 あて い るもの と考え る。

本分科会で は,主 体的 に学習 に取 り組む児童 の育成 を目指 し,児 童 一人一人の よさを生か

す支援 の在 り方 を研究 内容 と し,「 一人一人のよさを生かす ための支援 の在 り方 」を研究主

題 と して設定 した。

児童 は,自 ら向上 しよ うとす る意欲を もった存在 であ り,向 上 しようとす る意欲 をその児

童の もっ よさと考えた。研究主題 にある 「一人一人のよ さを生かす 」とは,児 童一人一人が

もっ向上 しようとす る意欲を生かす ことであ り,そ のための支援の在 り方にっいて研究を進

と)た。

2.研 究 のね らいと仮説

児童一人一人 のよさを生かす ための方法 と して,第 一 に児童一 人一人の思 いや願 い,考 え

を大切に したい と考 えた。児童 は,自 分な りの見方や感 じ方が大切に されて いると分か った

ときに,自 分の個性 や創造性 をよ り多 く発揮 し,意 欲 的になると考え られる。

第二 に,互 いに認め合 った り,励 ま し合 った りす る場 の設定が必要であ ると考 えた。友達

に認 め られ ることは,教 師の励ま しに も増 して,温 か く児童を力づ けるか らであ る。

更 に,適 切な支援を受け学 習課題 を解決 する ことによ り,児 童一 入一人が学 習に対 して成

就感 を もち自信を深 めて い くと考え,児 童一人一人の資質や能力に応 じたはた らきかけを し

てい きたい と考え た。

以 上の ことを踏 まえ,学 習過程 を工夫 し,児 童の実態 や変容 に応 じた支援 の在 り方を授業

研究を通 して検証 した。

研 究 仮 説

学習過程の工夫,児 童の実態 ・変容 に応 じた支援 を,以 下の3点 か ら行 うことで,児

童一人一人のよ さを生か され,主 体 的に学習 に取 り組 む児童を育成す ることがで きる。

0児 童一人一人の思 いや願い,考 えを大切 にす る。

○ 互 いに認め合 い,励 ま し合 う場を設定 する。

○ 児童一人一人の資質や能力 に応 じたはた らきか けをす る。

一11一



研 究 構 想 図

社会の要請
・自己教育力の育成

・基礎 ・基本の徹底と個性重視

・社会性を育む教育

・国際理解の推進

共通研究主題

新 し い 学 力 観 に 基 づ く

指 導 法 の 研 究

指導上の課題
・児童の主体性を重視した授業の改善

創造

・多面的 ・共感的な児童理解

・個を生かす指導法や評価の工夫

共通研究主題の分析

新しい学力観に立つ教育においては,学 習活動を

児童一人一人がよさや可能性を生かし,自 分の力に
よつて生きるいくために必要な資質や能力を身に付

けるプロセスととらえることが大切である。そして

教師はこのような学習活動を温かく支援 していくこ

とが重要である。

1都 の教育課題
・人権尊重教育の推進

← ・社会性を育む教育の推進
・国際理解教育の推進

べ

児童の実態 一
・情報量が多い

・好奇心が旺盛

・順応性に富む

・主体性に欠ける

・耐性の不足

・表現力が乏しい

第 二 分 科 会 研 究 主 題
一 人 一 人 の よ さ を 生 か す た め の 支 援 の 在 り 方

研 究 の 仮 説

学習過程の工夫,児 童の実態 ・変容に応じた支援を以下の3点 から行うことで,児 童一人一人の児童のよさが生かされ,

主体的に学習に取り組む児童を育成することができる。

○

○

○

児童一人一人の思いや願い,考 えを大切にする。

互いに認め合い,励 ま し合う場を設定する。

児童一人一人の資質や能力に応 じたはきかけをする。

学
研 究
習

の 視
過
点

程

つ か む 調 べ る ・試 す ・表現 す る ま と め る

課 題 把 握 課 題 追 究 課 題 達 成

1 1

1 1

○学習のああてをもつ ○自分なりの方法で解決する ○学習成果を発表する
・こん な こ とを した い ,で き るよ うに な りた ・場 の 選 択 ,資 料 の選 択,操 作,実 験 ○学習を振り返 る(自 己評価)

児 い と い う思 い 。 観察,思 議試技など。 ・単元全体を通 してああてが達成でき

童 ・教師や友達との話合いにより,め あての調 ○他の解決方法を知る。 たか,楽 し く学 習 で きた か。

の 整をする。 ・教師の援助や友達との情報交換 ○相互評価をする。

活 ○学習の計画をたてる ・自分の学習活動を振り返る。 ・友 達 の よ さ に着 目 して ,認 あ 合 う。

動 ・課題解決の見通しをもち,自 分なりの考え O友 達のよいところを認め,励 ます。 ○新たな課題をもつ
で各時間の具体的なめあてを設定する。 ・友 達 の よ さに 気 付 く。 ・次の学習のああてに したり他に応用

・よ い と ころを 自分 に生 か す 。 した りす る。

○知的好奇心にうったえる問題提示の工夫 ○学習形態の工夫 ○記録の整理,分 析検討,考 察
学 ・資料提示 ・個別 学 習 ,ペ ア学 習,グ ル ープ 学 習 ・解決の努力を認め励ます。
教 習 ・発間 一斉学習等

過 ・演示 ○学習結果の発表,表 現等の工夫。
師 程 ○課題の確認の工夫 O学 習環境の工夫 ・認 あ合 い ,励 ま し合 い,高 め 合 う場

構 ・話合いの場の設定 ・学 習 の場 ,情 報 交 換 の 場,学 習 材 ・ を設定する。
の

`
成 ・個別の言葉かけ 学習資料,教 育機器等 ○学習の反省,自 己評価,相 互評価の
の ○見通 しをもたせるための工夫 工夫
支 工 ・学 習 カ ー ド O学 習活動の工夫 ・学 習 カ ー ドの活 用,工 夫

夫 ・話合いの場の設定 ・体 験 学 習 ・コ ン ピュ ー タ等 の活 用

援 時間の確保 ○学習の発展,応 用

児 童 の 実 態 ・変 容 を 把 握 し,一 人 一 人 に 応 じた 働 き か け を す る 。

◎
○
○

育 て た い 児 童 像
自ら課題をもち,主 体的に学習に取 り組むことのできる児童

友達のよさを認め,互 いに励まし合える児童

自分の考えを自分なりの方法で表現できる児童
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3.実 践事例(第2学 年 生活科)

(1)単 元 名 「学校の しょうか いを しよ う」

(2)単 元 の 目標

今までの学校生活 の中で,知 ったこと,覚 えた ことな ど自分 な りの方法を用いてま とめ,

来年 度入学 す る1年 生 に学校 を紹介す る作品を作 ることによ って,よ り学 校を身近 に感 じ

ることがで きるよ うにす る。

(3)研 究主題 との関連

第二分科会で は,児 童は,本 来,高 まろ う,向 上 しようとする意欲 を もった存在であ り,

その意欲を児童の もっよ さと考え,児 童一人一人の よさを生かす とい うことは,そ の意欲

を生かす ことと考えた。そ して,

・児童一人一人の思 いや願い,考 えを大切 にす る。

・互 いに認 め合 い,励 ま し合 う場を設定す る。

・児童一人一人の 資質や能力 に応 じた はた らきかけをす る。

とい う3点 を踏 まえて,学 習過程の工夫,児 童の実 態や変容 に応 じた支援 を行 うことで児

童一人一人 のよ さを生か され,主 体的 に学習に取 り組 む児童が育成 され ると考えた。

本単元では,そ の具体 的な方法を以下の ように考えた。

《学習過 程の工夫》

【研究仮説1】 児童一 人一人 の思 いや願 い,考 えを大切 にす る。

O児 童の意欲を生か した教材選択

児童 は,他 校の児童が学校紹介 を して いるテ レビ番組 を見て,自 分た ち も同 じこ

とをや ってみ たいとい う希望 を もった。 こうした児童の気持 ちを生かす教材を取 り

上 げる ことに した。

○学習形態 の工夫

児童 は学習 の始 めか ら様 々な考えを もっ ことが予想 され,そ の考 えを生 かす こと

がで きるよ うな,個 人や グループ等の学習形態を工夫 した。

その際,グ ル ープ学 習の場合 には,一 人一人の考えが生かせ るような小集団に し

た。

【研究仮説2】 互 いに認 あ合 い,励 ま し合 う場 を設定す る。

○学 習結果 の発 表 ・表現等 の工夫

自分たちががんば った ことを互 いに認め合 うことは,次 の活動への意欲につなが

る。そ こで,各 時間の最 後に作業の様子を発表す る時間を設定 し,互 いのよい面に

気付かせ るように した。

【研究仮説3】 児童一人一人の資質や能 力に応 じたはた らきかけをす る。

○学習環境の工夫

児童一人一 人は,興 味 ・関心,学 習の仕方 な どにおいて違 いがあ り,本 単元で は

自分の得意 な方法で調べ,ま とある過程を学習の中心に した。児童が用 いることが

予想 され る視聴覚機器(コ ンピュータ,ビ デオ カメラ,フ ロッピーカメラ等)を 事

前 に用意 してお いた。
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《児 童 の実 態 や 変容 に応 じた支 援 》

【研究 仮説 ユ】 児童 一 人 一人 の思 い や願 い,考 え を 大切 にす る。

学 習 カ ー ドを 利 用 し.自 分 の活 動 の よ うす を 振 り返 る こ とに よ り,自 分 の 思 いや 願

い を 次 時 に っ な げ るよ うに した。

【研 究仮 説2】 相互 に 認 め 合 い,励 ま し合 う場 を 設 定 す る。

各 時 間 ご とに 自分 た ちが工 夫 した と ころを 発 表 し,他 の 児童 の よ い と こ ろを 発 見 す

る時 間 を 確i保 した。

【研 究仮 説3】 児 童 一 入 一 人 の 資質 や 能 力 に応 じたは た ら きか け を す る。

学 習 中 の 児 童 を よ く観察 し,必 要 に応 じて 助 言 や 援助 を行 う。

学 習 カー ドに 書 か れ た こ とに対 して,よ さを 認 め,児 童 に 対 す る励 ま し の 言葉 を 書

い た り,問 題 点 が 出て きた ら児童 と と もに解 決 す る よ う に し,児 童 に学 習 に対 す る興

味 ・関 心 が 持 続 す る よ う に した 。

(4)児 童 の 実 態

何 事 に も一 生 懸 命取 り組 む 児童 が 多 く,ま た 児童 同士 も仲 が よ く,毎 日楽 しく学 校 生 活

を送 って い る。

ま た,学 習 内容 を きちん と理 解 し,様 々 な場 面 に置 いて 児童 が 互 い に啓 発 し合 う こ と も

多 い 。

ま た,学 習 面 に お いて は,「 や る気 」を もっ こ とを 重 点 に指 導 を 進 めて きて い るが,積

極 的 に課 題 に取 り組 む こ との で き る児 童 が ほ とん どで あ る。 た だ,自 分 の 考 え を も って学

習 した り,自 分 の 考 え を きち ん と発 表 す る こ とにつ い て は,そ の機 会 が 少 ない せ いか,十

分 と は言 え な い 。

今 回 使 用 す る視 聴 覚 機 器 につ い て の習 熟度 は,次 の よ うで あ る。 コ ン ピ ュー タ にっ いて

は,第1学 年 の 時 か ら毎 週1回 の 割 で触 れ て お り,お 絵 描 き ・ワー プ ロ等 の操 作 方 法 を し

っか り習 得 して い る児 童 が 多 い 。 ビデ オ に っ いて は,「 ビデ オ 日記 」 と言 う方 法 で 互 い に

写 す 役 や 写 され る役 に な って 操 作 して い るた め,機 会 の 操 作 方 法 に も慣 れ,生 活 科 の授 業

にお いて も使 用 した こ とが あ る。OHCに っ い て は,算 数 の 授 業 等 で 使 用 して お り,そ の

その 効 果 につ いて 理 解 して い る児 童 も多 い 。

(5)学 習 計 画

第1次

第2次

第3次

第4次

学 校 の こ とで 知 って い る こ とを しよ う(1時 間)

学校紹介の ポイ ン トを決め よう

学校紹介の 作品を作 ろ う

発表会 を しよ う

(6)本 時 の学 習(9/12時 間)

① ね らい

(4時 間)

(5時 間)

(2時 間)

・児 童が ,自 分 の 考 え た や り方 で,必 要 な もの を 使 って 楽 しく学 校 紹 介 つ くりを す る。

・作業 を進 め る中 で ,お 互 い の知 って い る こ とを 友 達 に教 えて あ げ なが ら,助 け合 っ

て作 業 をす る。

・お互 い の作 品 を 見 せ 合 う こ とで ,他 の 児童 の よい と ころ に 気付 く。
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② 展 開 〈教師の支援…◎ 〉

5

児 童 の 活 動 教 師 の 支 援 と 留 意 点

○前の時間まで に終1◎ コンピュータ室 と理科室 に必要 な ものをわけて準 備 してお

わ らせ た作業を石倒

認 して,本 時の作1

業を確認す る・1

C1今 日 は,パ ソ コl
b

ンを使 お う。

c2模 型 を今 日で 完

成 させ る ぞ。

く。

・本 時 の 作業 に っ いて は ,前 時 の終 了時 に,作 業 の 進 行 状況

を 確 認 し,計 画 を立 て て お く。

◎作業を進あ られない児童 につ いては,前 時までの作品のよ

うすをみなが ら,や ることを しぼ るよ う助言す る。

○作業を開始 す る。1・ 二つの部屋 に別れて作業 をす ることが予想 され るので,片
　

C1今 日は,校 庭 に あ1

る もの に つ い て ま1

とめ よ う。1

C2模 型 を 作 るの に,

お りが み を 使 お う。

C3ワ ー プ ロを 使 って

写 真 を説 明 しよ う。

C4他 の 部 屋 に行 って

ビデ オで 映 した い。

C5パ ソ コ ンの使 い方

が うま くい か な い。

C6こ れ は,こ うやれ

ば い いん だ よ。

方 にか た よ らな い よ うにす る。

1・ 作業 を進 めて い く中 で,自 分 の して い る作 品 に は別 の機 器
1
を使 ったほ うが よいと考えた児童 にっ いて は,最 初 に決 あ

た使用 の計画表を見て,無 理で ない限 りは変更を認 め るよ

うにす る。

◎ 作 業 の 進 ま な い 児童 ・グル ー プ に は,児 童 同 士 で 解 決 で き

る よ うに励 ます 。

◎ ビデ オを 使 う グル ー プ は,ど こで 作 業 して い るか を 確 認 し

て,困 った こ とが あ った ら,す ぐ行 け る よ う にす る。

O本 時 まで に で きた

こ と を紹 介 し合 う。

Clパ ソ コ ンで,こ こ
1

まで で き ま した 。

C2模 型 が 半 分 まで,i

で きま した・1

C3ビ デ オ で 写 して き1

ま し た 。1

[

・本 時 に あ た って い る グル ー プ(ま た は個 人)に 発表 して も

らう。

◎友達の よい ところに目を向 け,互 いのよ さが認 あ合え るよ

うにす る。
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○ 学 習 カ ー ドに記 入1・ 今 日の 学 習 で が ん ば った こ とや,困 った こ とを 書 く。

す る・1

0次 時 の 予 告 を 聞[
1

く 。

③ 評 価

・ 児童 が ,自 分 の 考 え た方 法 で 必 要 な もの を使 って 楽 し く学 校紹 介 の作 品 を つ くる

こ とが で きた か。

・ 作 業 を進 め る中 で ,互 い の知 って い る こ とを 友達 に教 え て あ げ なが ら,助 け合 っ

て 作 業 を す る こ とが で きた か。

・ 互 いの 作 品 を 見 合 う こ とで,他 の 児童 の 作 品 の よ い と ころ に 気付 くこ とが で き た

か 。

(7)考 察

・ 自分 た ちで 表 現 方 法 を 選 択 して 学 習 を進 めて い る た め,児 童 が 意 欲 的 に 活 動 し,

表 現方 法,ま とめ方 等 に も自分 た ちの アイ デ アが 生 か され て い た。

・ 最 初 に作 業 の 目的 を確 認 して か らス タ ー トした の で,児 童 が 効 果 的 に無 駄 な く作

業 を 進 め る こ とが で きた 。

・ 使 用 した写 真 も児 童 自身 が撮 影 した もの なの で,児 童 の 視線 で撮 った写 真 に な っ

て お り,説 明 も分 か りやす い もの にな った。

・ 児 童 が ,コ ン ピ ュー タや ビデ オ を上 手 に操 作 す る こ とが で き た。 これ は,第1学

年 か ら計 画 的 に これ らの視 聴 覚 機 器 を操 作 し,学 習 に 利用 して き た成 果 で あ る と考

え る。

・ 児童 自身 が 撮 影 した写 真 の 説 明 を 書 きや す くす る た あ に,「 取 材 メモ 」 を使 って

い た 児童 が お り,こ の 「取 材 メ モ 」を活 用 す る こと に よ り,児 童 が よ り学 校 内 の よ

うす に興 味 や関 心 を もっ と と もに,学 校 で 働 く人 々の 存 在 に気 付 くこ とが で きた。

・ 模 型 作 りの グル ー プ の 児童 も,そ れ ぞ れ 工 夫 しな が ら,意 欲 的 に作 品 を 作 り上 げ

て い た 。

・ コ ン ピュ ー タ ,ビ デオ,模 型 作 り と3箇 所 に分 か れ て 作 業 した が,こ の場 合 も教

師 一 人 で は,素 早 く効 果 的 な 支 援 を 行 う こ とが難 しい場 面 もあ り,効 果 的 な支 援 の

在 り方 つ い て は学 年合 同で 授 業 を進 め た り,T・T方 式 の活 用 を図 る な ど今 後 も継

続 して 検討 して い きた い 。

・ 本 時 の 場 合 ,コ ン ピュ ー タを 利 用 して い た 児童 は,ほ とん ど 自分 の作 業 にか か り

き りで 互 い に教 え合 い,助 け合 う場 面 が 見 られ な か った。 二 人 で1台 の コ ン ピ ュー

タを利 用 す る等 の方 法 を取 り入れ た い。
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4.研 究の まとめと今後の課題

(1)研 究の成果

本分科会 では,「 一人一人の よさを生かす支援 の在 り方 」に重点をお き,新 しい学力

観 に基 づ く児童方 の研究 を進 めて きた。児童一人一人のよさを生かすために,次 の3点

を支援 の中心に据 えて,学 習過程の工夫及び児童の実態 や変容 に応 じた支援 を考慮 しな

が ら授 業の改善に努 めて きた。 その3点 とは,

・ 児童一人一人の思いや願 い,考 えを大切 にす る。

・ 相互 に認あ合い,励 ま し合 う場 を設定す る。

・ 児童一人一人の資質や能力に応 じたはた らきか けをす る。

で ある。 その結果,次 の ことが明 らか にな った。

① 学習課題 に応 じたグループ作 りにより,児 童 が 自分の興味 ・関心に したが って表現方

法 を選択 し,ま とめる ことがで きた。

② 視聴 覚教材を使用 す ることによって,学 習活 動に対す る興味 ・関心が高ま り,児 童が

より主体的 に学習 に取 り組 むよ うにな った。

③ 視聴覚機器(コ ンピュー タ,ビ デオ,フ ロ ッピーデ ィスクカメラ等)を 使用 して効 果

的な発表 をす る ことによ って互い のよ さを確か め合 い,認 あ合 うこ とがで きるよ うに

な った。

(2)今 後 の課題

① 教科領域 のね らいを達成 す るために,視 聴覚機 器(主 に コンピュータ)の 効果的な活

用方法を さ らに追究 してい く必要が ある。

② 児童一人一人の よさを生かすために,学 習活動の多様化を図 ったが,そ れぞれの活動

への支援 をよ り効果的 にす るため に,児 童相互の助 け合 い,励 ま し合 いの場 を設定 した

り,学 習 カー ドを使 った自己評価を意図的に行 った。 さ らに,個 に応 じた支援 をよ り有

効な ものにす るために,T・T方 式の活用を検討 したい。
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V第 三 分科 会

一人一人の よさを認 め合 い,高 め合 う支援 の在 り方

1.分 科会研究主題 の設定理 由

これか らの学校教育 には,複 雑 に変化す る社会の 中にあ って も常に 自分 の考 え方や生 き方を

もち,心 豊か にた くま しく,主 体 的,創 造 的に生 き抜 いて行 く人間を育て ることが求 め られて

いる。それ は,い かな る困難 に出会 お うとも常 に前 向 きに課題 に正対 し,共 に学 び合 い,よ さ

や可能性 を発揮 して よ りよい生活や社会の実現を 目指 して生 きて い く人間を育て ることであ る。

児童は誰 もが 「よ りよ く生 きたい」という願いを もって いる。 この願 いに共感 し,そ れに根

ざ した教育実践を積 み上 げてい くことが,や がて児童 に,生 涯 にわた って学 び続 ける意欲 と主

体的 ・創造的 に生 きてい く力を育む ことにな る。

そのためには,教 師 はこれ までの一定の知識や技能 の共通 した到達だけを重視 しがちであ っ

た指導 を見直 し,児 童一人一人 の思 いや願 いが児童同士のかかわ り合 いの 中で生 きるような指

導が重要であ ると考えた。

その ような学 習活動を展開 してい くための基本的条件の一っが,互 いのよさを認 め合 い高め

合お うとす る学習集団の成立で ある。児童 は自分 とかか わ りを もっ友人や集団に対 して認 め ら

れ る ことを願 うとと もに,互 いに分か り合い たい,分 かち合 いたいとい う願いを もってい る。

この願 いが達成 され る ことによ り,児 童 は満足感を得て,自 分が集団 に影響を与え た り,与 え

られた りす ることを実感す る。 そ う した中で育 まれ た自己存在感,自 己効力感を もった児童 は,

さ らに自他の 「よ さ」を進 んで発見 し,よ りよ く生 きて いこ うとす る自己実現 のいよ くを高 め

て い く。

かか わ り合 うこと,分 か ち合 うこ とを重点 においた,一 人一人の よさを認め互い に高め合 う

支援 は,新 しい学力観 に基づ く児童一人一人の もっ よさを生かす指導 に外 な らない。

以上 の理由によ りこの主題 を設 定 した。

2.研 究のね らいと仮説

個 を互 いに認 め合 い高 め合 う児童 を育成す るために,一 人一人への支援 と,個 が育つ学習集

団へ の支援 とい う二つの視点か ら次の よ うな仮説を立てた。

《仮 説》

肯定的 ・共感的見方 や感 じ方を育む とともに,か かわ りを重視 した学習活動を支援 し展 開で

きるよ うにす る ことによ り,児 童一人一人が よさを認 めあい,高 あ合 う学習集団が成立す る。

その過程で育成 され た資質や能力 は児童一人一人が内に秘 あて い る個性や創造性を発揮す る力

とな り,ま た,豊 か な自己実現の たあの力 となる。
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研究の構想図

…1雛欝二雛 翻
」

都の教育課程
・入権尊重の教育の推進

・社会性を育む教育の推進

・国際理解教育の推進

指導上の課題
・一人一人の児童理解を深める。
・指導が画一的にならないようにする。
・個を生かす指導方法 と集団を生かす指導方法

を工夫する。
・知識 ・理解中心の指導と評価に陥らないよう

にする。

↓

共 通 研 究 主 題

く

児童の実態
・好奇心が旺盛であり

,与 えられた課題には取り
組 もうとする。
・集団の中で,自 分を生かしきれない。
・自分の考えをもとうとしているが,自 らの力で

課題を追究することに差がある。
・成就感が もちにくい。
・児童にとって人とのかかわりが不十分である。

新 し い 学 力 観 に 基 っ 指 導 法 の 研 究

↓

第三 分科 会 研 究 主題
一 人 一 人 の よ さ を 認 め 合 い ,高 め 合 う 支 援 の 在 り 方

↓

第 三 分 科 会 仮 説

肯定的 ・共感的見方や感 じ方を育むとともに,か かわりを重視した学習活動を支援 ・展開していく
ことにより,児 童一人一人のよさを認め合い,高 め合う学習集団が成立する。その過程で育成され

た資質や能力は,児 童一人一人が内に秘めている個性や創造性を発揮するカとなり,ま た,豊 かな

自己実現のための力となる。一 ↓
学 習 過 程

課 題 を つ か む 課 題 を 解 決 す る 伸 び を 分 か ち 合 う

○学習の目当てをもつ。 ○自分なりの方法で解決する。 ○学習活動を振り返 り,自 己評価をする。
一 ○学習の見通 しをもつ。 ○自分の考えを発表する。 ・目 当て の 達 成 。

人 児 ・既 習 の学 習 ・経 験 を生 かす 。 ・発表の方法を工夫する。 ・分 か る ・で き るよ うに な った か。

一 童 ・自分なりの解決方法を考え計画を立 ・楽 しく学習できたか。(態 度)

人 の て る 。 ・満 足で き たか 。(態 度)

の 活 ○ 期 待 ・願 い ・考 え を もつ 。 ・新たな課題を見付けたか。

よ 動 ・こん な こ とを した い 。

さ ・で き るよ うに な りた い 。

を
生

・こ う じゃな い か な 。

か 教 ○自分の思いを自分の言葉で表現する →

す 師 ○児童の特徴をつかむ。 ○多様な思考に応 じる教材 ・教具の提 ○自己評価をして,自 分の伸びを確かある。
の ○興味 ・関心がもてるような課題を工夫 供 。 ○一人一人の変容を認ある。

支 す る。 ○個に応じた助言。

援 ○多様な発表を引き出す場の設定を工夫 ○多様な発表の方法の提示。
す る。

雪刃
藷o、 ○友達のよさを見付ける。 →

あ 児 ○集団に目をむける。 →

倉 童 ○友達のよさを認め,互 いに相談 ・助 ○学習活動を振 り返り,相 互評価をする。

つ の 言 しながら学習を進める。 ○友達やグループの伸びを認ある。
o 活 ○グループ全体で課題の確認や調整をと ・友達と自分の意見の共通点や違い ・よ くな って きた こ と,出 来 る よ うに な つ た

高 動 る 。 に気 付 く。 ことを出し合い認め合う。(考 え方 ・技能

喪
・友達の意見を取り入れる。 ・態 度 な ど。)

『
つ ○自他を集団の成員として自覚する。 →

・ 教 ○一人一人の意見に最後まで耳をかたむ ○時間の確保
分 師 け る。 ○相互評価をする。
か の ・グ ル ー プ,チ ーム,全 体 で よ さを 認 あ伸 び

ち 支 を確かめる。

合

う

援 ○認め合 う時間の確保。

1
↓

目 指 す 児 童 像

個を互いに高め合う児童

○ 自己存在感を基盤にもった自己効力感を味わえる児童。

○ 意欲的にかかわり,学 び合える児童。
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3.実 践事例(第4学 年 理 科)

(1)単 元名 「物のか さと温 度」

(2)単 元の 目標

く総括 目標 〉

空 気,水 及 び金属 を温め たり冷や した り して,そ の体積 の変化 と熱 とを関係付 けな

が ら調べ,見 い出 した問題を興味 ・関心を もって 自分 な りの方法で追究す る活動を通

して,物 の変化 の きま りにっ いての見方や考え方 を養 う。

(3)研 究主題 との関連

① 単 元について

本単元 では,空 気,水,金 属 を温 めた り冷や した り した ときの様子 の変化 を学習 内

容 としている。 それ らの素材 を加熱 した り,冷 却 した りす る過程の観察が重要で ある。

そ こで,研 究 主題に迫 るたあに,次 の過程を考えた。

ア

イ

ウ

エ

オ

各 自が実験計画を立て る。

各 自の計画を グループに持 ち寄 り一つの方法 にま とめる。

グループで実験 を行 う。

実験の結果か ら明 らか になったことを話 し合 う。

グループで話合 った ことを クラス全体に発表す る。

上記の過程 の中では各 自が 自分 の言葉で表現す るよ うに助言 し,励 ま して,互 い に

付 け足 した り,修 正 した りす ることを大切 にす る。

② 研究の視点 と して

本単元で は,研 究主題 に沿 って次のよ うな手立てを考え た。

(P… ……個人への支援G… ……集団への支援)

〈児童一人一 人の よさを生かす 〉

ア 自分の思いを 自分の言葉で表現で きるようにす る。(P)

気付いた こと分か った ことを表記 したり,発 表 した りす る。

児童の発意,発 想を大切 に した実験が行え るよ うに援助す る。(PとG)イ

個や集団 に応 じた助言をす る。(PとG)ウ

ひ と り言やつぶや きを拾 って,そ の発想 のよさや違 った見方な どが他に広 まる

よ うにす る。

自分な りの実験方法 を考え 出せ るように,児 童の思考 に沿 って具体的 に問いか

け,助 言する。

工 多様 な発表方法 を提 示す る。(PとG)

〈認め合 う,高 め合 う,分 かち合 う〉

ア 自他の集団を成員 と して 自覚 させ る。(G)

児童相互の はた らきか けを大切 にす る。

互 いに教え 合 った り,助 け合 った り,認 め合 った りす る場 を設定す る。

イ 児童一人一 人の意見 に最後 まで耳 を傾け る。(PとG)

児童 一人 一人が実 験計画 を立て,グ ループの中で助言 し合 い,よ りよい もの に
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ま と め る。

ウ 自 己評 価 ・相 互 評 価 を す る。(PとG)

振 り返 りカ ー ドや 発 表 を通 して で きた こ と,分 か った こ とな どを 分 か ち合 う。

工 認 め合 う時 間 を 確 保 す る。

互 い の学 習 を 認 め合 い,振 り返 る時 間 を確 保 す る。

(4)児 童 の実 態(ア ンケ ー ト結 果 も含 む)

・発 表 す る力 に 差 が あ り,意 欲 的 に挙 手 す る児童 が 決 ま って い る。

・操 作 活 動 を好 み ,積 極 的 に取 り組 む 意 欲 を も って い る。

・誰 とで もグル ー プ を作 り活 動 で き る。

・観 察 す る と き は ,細 か い と ころ まで よ く観 察 で き る児童 が 多 い。

・分 か って い な が ら,絵 や 言葉 で 適 切 な表 現 が で きな い 児童 が 少 な くな い。

・動 植 物 に興 味 ・関 心 を も って い る。 温 度 と物 の 変 化 と して の 体 積 変 化 ・温 ま り方 ,三

態 変 化 に対 して の 興 味 ・関 心 が うす い。

(5)学 習 計 画(全9時 間 扱 い 本 時3/9)

① 空 気 を温 め た とき4時 間

② 水 を温 あ た り,冷 や した り した と き2時 間

③ 金 属 を温 め た と き2時 間

④ 作 って み よ う1時 間

⑥ 本 時 の学 習(3/9)

(1)ね らい

温 度 の 変 化 に よ って空 気 は様 子 が 変 わ る ことを,自 分 た ちの 計 画 した実 験 を も とに確

か め る。

(2>本 時 の展 開

つ

か

む

解

決

児 童 の 活 動 教 師 の 支 援 と 留 意 点

温度の変化 による空気の様子を調べ るために

入れ物 にふたを して,温 めた り,冷 や した り してみよ う。

本 時 の 実 験

0実 験 計 画 に そ って 実 験 を

す る。

・温 あ る と膨 らん で き た。

・も っ と湯 を熱 くす れ ば ,

・児童の発想を生か して,温 めた もの と冷や した もの と

を互い に入れ替え た り,湯 の温度 を変 えた りして実験

で きるように助言す る。
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す

もっと膨 らむので はない ド で きるだ け多 くの児童 をほめ たり励ま した りす る。

か な。1
1

・氷で冷やす実験 も してみ1

よ う.1

・冷 や す とだ ん だ ん へ こん

で い くよ。

・これ を も う一 度 温 めて み

よ うよ。

・実 験 で困 って い る班 に は ,原 因 を さ ぐり,解 決 で き る

よ うに 言葉 か けを す る。

・何 が 確 か め られ たか を 意 識付 け る。

○ 実 験 結 果 か らわ か った こ

とを話 し合 う。

○ 振 り返 りカ ー ドを 記 入 し

自己評 価 ・相 互 評 価 をする。

○ 実 験 か ら分 か った こ とを

発 表 し合 う。

・話 し合 い の時 間 を 確 保 す る。

・カ ー ドに は ,図 な ど分 か りや す く記 入 す る ポ イ ン トを

示 す 。

・意 見 の くい ちが い を認 め なが らよ りよ い方 向付 け をす

る。

(3)本 時 の 評 価

・自分 た ちで 計 画 した実 験 を しよ う と して い たか 。

・空 気 のか さが 温 度 の 変 化 に よ って 変 化 す る ことを 確 か め る こ とが で きたか 。

・十 分 に話 し合 い ,自 分 の 意 見 や 思 い を 話 そ う と して い たか 。

・友 達 の 意 見 に耳 を傾 け る こ とが で き たか 。

*資 料 授 業 で 使 用 した振 り返 りカ ー ド 自 己評 価 ・相 互 評 価 の 項 目

今

日

の

授

業

を

振

り

返

今 日の授業 は楽 しか ったか。

協力 して実験で きたか。

自分 の意見 が言 えたか。

友達のよい ところに気付いたか。

っ け足 しの意見が言えたか。

がんば って実験を していた人を見付け られ たか。

す ば らしい考えを 出 した人を見付け られたか。

協 力 して実験 を して いた人 を見付 け られたか。

一

L_.____」________」

一

一 一

L_____」__」

L______」__」一
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(7)授 業の考察 一観察記録を もとに明 らかにな ったこと一

・ 「分 かち合 いの時間」を確保 した学 習活動 の展開 は,「 一人一人の よさを認め合い,高 め合

う児童 」を実現す る上で重要 なことであ る。

・かかわ りを重視 した学習活動を展開す ることが分か ち合いを一層深 めてい くことにな る。

・有効な言葉 かけや支援 を行 うためには,児 童のっぶや きや動 きに合わせ た支援 と単 元を見通

した計画的,意 図的な支援 の必要性が ある。

・実験の方向を支援 していて も見届 けが なか ったために再度同 じことを支援 しな くて はな らな

い場合 もあ った。支援の言葉かけ として方向性を示す とともに,そ の後の児童の活動を見届

ける ことが大切であ る。

・グループごとに実験の計画を立てたため,ど の子 も早 く実験 を始め たい と思 っている様子で

また,-協 力 して準備や実験がで きていた。実験の途 中や実験の結果,考 察の話 し合 いで 自分

の言葉で素直 に自分の考え を出せ る児童が多 か った。相互評価で もがんば ってい る友達 を見

付け,そ れ を認 あ ることがで きていた。 グループ内の教え合い,学 び合 いの姿勢 が育 ちつつ

あ るといえ る。

・児童の発表が画一的であ った。多様な発表を引 き出す たあには発表の形式を固定す ることな

く,学 習の活動の様子 が生 き生 きと伝わ って くるよ うに助言す る必要が ある。

4.研 究 の ま とめ と今 後 の課 題

(1)研 究 の成 果

・話 し合 い の 中で 相 手 が 何 を言 いた いか ,真 意 を く も うと して きた。

・グル ープ 活 動 の 意 義 が 児童 の 中で 自覚 で き るよ うに な って きた。

・自分 の 言 葉 で 表 現 す る こ とに よ って 意 欲 の 高 ま りが見 えて き た。

・自分 の 言 葉 で 表 現 で き る こ とが 自信 にっ なが って きて い る。

・児 童 相 互 の 人 間 関 係 が よ くな って きた。

・か か わ りを重 視 した学 習 活 動 の 中 に分 か ち 合 い活 動 を 入 れ る こ とは ,学 習 集 団 を 創 って い く

上 で 有 効 で あ る。

・分 か ち合 い に は様 々な ス タイ ル,段 階 が あ る こ とが分 か った。

・分 か ち合 いの 初期 の 段 階 に は混 沌 と した状 態 が あ る こ とが分 か った 。

・分 か ち合 うた め に は時 間 が ど う して も必 要 とな る。 時 間 の確 保 が で きな け れ ば効 果が な い。

(2)今 後 の課 題

・教 科 に よ って 時 間数 の弾 力 化 は難 しいの で,分 か ち合 いの 時 間 を ど う確 保 して い くか。

・か か わ り合 い ・分 か ち合 いの 段 階 を明 確 にで きな い もの か 。

・分 か ち合 い の レベ ル の違 い に よ る支 援 の 在 り方 を探 る。

・児童 同 士 の か か わ り合 い や教 師 の 支 援 な どが 明 確 に な る よ うな授 業記 録 の取 り方 を 工 夫 を す

る必 要 が あ る。
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VI研 究 の ま とめ と今 後 の課 題

L研 究のま とめ

共通 研究主題 「新 しい学力観 に基づ く指導法の研究 」に迫 るた あに,本 年度 は,三 っの分

科会を構成 して,研 究に取 り組ん だ。

本研究では,① 自ら問題意 識を もち,主 体的 に学習す る児童 を育て るための支援 の在 り方

(第 一分科会)② 一人 一人 のよ さを生かす ための支援の在 り方(第 二分科会)③ 一人一人 の

よさを認め合 い,高 め合 う支援 の在 り方(第 三分科会)と,各 分科会が それぞれの研究を進

め る視点を決あ研究の構 想図を作成 し,研 究のね らい,仮 説,方 法 を明確 にす ることに努め

た。

その結果,研 究の まとめ と して,次 の点 が明 らか にな った。

(1)一 人一人の児童の思 いや願 いを受け止 め,課 題を見 い出 しやすい学習材を選択す ること

によ り,児 童が興味 ・関心を示 し,学 習に主体 的に取 り組む ことがで きた。

(2)課 題追究に見通 しを もたせ る支援や,探 究方法に対す る助言を加えた学 習計 画を作成す

る ことにより,主 体的な学習 活動が展開 され た。

(3)学 習過程の工夫や個 に応 じた はた らきか けをす ることによ って,児 童一人一人が達成 感

や満足感 を もっ ことがで きた。

(4)視 聴覚機器の効果的 な利用 により,学 習 に対す る興味 ・関心が高 ま り,児 童が より主体

的に学習 に取 り組 むよ うになった。

(5)話 し合い,学 び合いをす るなかで,他 とのかかわ りを深 め,互 いのよ さに共感で きるよ

うにな った。

(6>質 の高 い話 し合い活動を経験 する ことで,児 童 は互 いに相手 の言 いたい ことを理解 しよ

うとした り,グ ル ープ活動の意義を 自覚で きるよ うにな った。

2.今 後 の課題

研究の結 果,次 の諸点が課題 と して残 り,今 後 さらに深め たいと考えている。

(1)児 童が主体 的に学習 を進 めることがで きるよ うな学習材の開発を さらに進 める。

(2)児 童一人一人の興 味 ・関心,思 考 などの広が りに対応で きるような学 習計 画を工夫す る。

(3)児 童一人一人のよ さを生かす たあの学習環境や学習形態 を一層工夫す る。

(4)児 童一人一人の よさや可能性 が高め られ,豊 か にな るよ う自己評価や相互評価の研究を

進 め る必要が ある。
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